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面
打
井
関
備
中
守
追
考

宮

本

圭

造

は
じ
め
に

近
江
の
面
打
井
関
家
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
面
打
井
関
考
」（『
能
楽
研
究
』
四
十
号
、
平
成
二
十
八
年
）に
お
い
て
、
そ
の
時
点
で
管

見
に
入
っ
た
資
料
を
可
能
な
限
り
網
羅
し
た
上
で
考
察
を
行
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
井
関
家
の
新
た
な
作
例
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、

拙
稿
の
記
述
も
い
く
つ
か
の
点
で
見
直
し
や
補
訂
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
誌
掲
載
の
ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏
「
面
打

大
光
坊
と
「
井
関
明
息
斎
」」
も
、
そ
う
し
た
拙
稿
の
不
備
を
補
う
論
考
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
拙
稿
発
表
後
に
知
り
得
た
い
く
つ
か
の

新
た
な
作
例
に
基
づ
き
、
井
関
備
中
守
を
名
乗
る
面
打
の
履
歴
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
井
関
備
中
守
は
何
人
い
た
か

『
大
野
出
目
家
伝
書
』
は
井
関
河
内
の
親
と
し
て
「
井
関
備
中
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

井
関
河
内
、
家
重
、
武
州
、
井
関
備
中
の
子（
中
略
）此
の
河
内
四
代
の
祖
を
井
関
次
郎
左
衛
門
上
総
介
親
信
と
云
ふ
、
近
江
国
海
津

に
住
す
、
入
道
し
て
休
心
と
号
す
、
河
内
の
親
備
中
は
名
乗
家
政
と
い
ふ
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と
あ
り
、「
井
関
備
中
」
の
諱
を
「
家
政
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
近
江
海
津
の
井
関
河
内
の
末
裔
に
伝
わ
る
正
徳
二
年
『
浅
井
・
三
田

村
氏
系
図
』
や
、
同
地
の
井
関
家
の
菩
提
寺
・
青
光
院
の
過
去
帳
は
、
い
ず
れ
も
河
内
の
親
と
し
て
「
井
関
備
中
守
家�

久�

」
の
名
乗
り
を

伝
え
て
い
る
。「
家
政
」「
家
久
」
と
諱
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』
の
記
述
に
は
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
ず

は
後
者
の
説
を
採
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
井
関
備
中
守
家
久
が
、
従
来
、
井
関
家
の
三
代
目
と
さ
れ
て
い
た
人
物
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
前
掲
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
井
関
姓
の
面
打
に
は
、
備
中
守
を
名
乗
る
人
物
が
複
数
い
た
ら
し
い
。
面
裏
に
「
井
関

備
中
守
」
の
名
を
記
し
た
作
例
と
し
て
拙
稿
で
言
及
し
た
の
は
、
以
下
の
五
例
で
あ
る
。

①

福
岡
市
博
物
館
蔵
大
飛
出（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
大
と
ひ
て
／
備
中
守
作
」）

②

茂
山
千
五
郎
家
蔵
白
蔵
主（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
備
中
守
作
」）

③

黒
川
能
上
座
蔵
橋
姫（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
ハ
シ
ヒ
メ（
花
押
）／
慶
長
十
三
年
三
月
日
」）

④

薬
莱
神
社
蔵
大
癋
見（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
大
ヘ
シ（
花
押
）／
慶
長
三
年
六
月
日
」）

⑤

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵（
和
歌
山
県
立
博
物
館
寄
託
）大
喝
食（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
カ
ツ
シ
キ
ヲ
モ

テ（
花
押
）／
三
月
吉
日
」）

こ
の
う
ち
、
①
②
と
③
④
⑤
の
間
で
は
、
銘
記
の
筆
跡
が
異
な
り
、
ま
た
作
風
に
も
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
②
の
作

者
で
あ
る
「
井
関
備
中
守
」
と
、
③
④
⑤
の
作
者
で
あ
る
「
井
関
備
中
守
」
と
は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
右
の
拙
稿
で
述
べ
た
。

そ
し
て
、
前
者
の
「
井
関
備
中
守
」
に
つ
い
て
は
、
前
名
を
次
之
助
と
言
っ
た
こ
と
、『
徳
昌
寺
授
戒
帳
』
に
、
永
禄
十
一
年（
一
五
六

八
）二
月
二
十
一
日
の
授
戒
者
と
し
て
見
え
る
「
備
中
守
殿
」
が
こ
れ
に
比
定
さ
れ
、
永
禄
頃
の
人
物
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
作
風
か

ら
大
光
坊
幸
賢
の
弟
子
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
、
後
者
の
「
井
関
備
中
守
」
に
つ
い
て
は
、
面
裏
銘
に
慶
長
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の
年
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
面
裏
銘
に
記
さ
れ
る
花
押
が
『
日
本
馬
術
史
』
や
『
鞍
打
印

形
』
な
ど
に
「
慶
長
ノ
比
／
井
関
」
と
し
て
見
え
る
花
押
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
の
鞍
打
と
し
て
も
活
躍
し
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の

活
動
時
期
か
ら
判
断
し
て
、
井
関
河
内
の
親
の
「
備
中
守
」
は
こ
の
人
物
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
、
初
名
は
十
兵
衛
で
、
田
邊
三
郎
助
氏

『
能
面
』（
昭
和
五
十
六
年
、
小
学
館
）に
紹
介
さ
れ
て
い
る
大
飛
出
面（
彩
色
下
の
墨
書
銘
に
「
江
州
北
郡
／
井
関
十
兵
□
／
慶
長
二
年
／

正
月
吉
日
／
大
□
□
」
と
あ
る
）が
同
人
の
作
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
備
中
守
へ
の
改
名
時
期
が
慶
長
二
年（
一
五
九
七
）正
月
か
ら
同
三
年

六
月
ま
で
の
一
年
半
の
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
永
禄
期
の
井
関
備
中
守
と
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
面
裏
銘
記
の
方

法
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
師
弟
関
係
が
存
在
し
た
可
能
性
に
も
言
及
し
た
。

以
上
が
、
前
掲
拙
稿
で
井
関
備
中
守
に
つ
い
て
指
摘
し
た
事
柄
で
あ
る
が
、
右
の
大
飛
出
面
や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
賢
徳
面
な
ど
、

井
関
備
中
守
と
同
人
と
推
測
さ
れ
る
井
関
十
兵
衛
の
作
例
の
い
く
つ
か
を
未
見
の
ま
ま
、
限
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
導
い
た
不
十
分
な

結
論
で
あ
り
、
筆
者
自
ら
、
こ
の
井
関
十
兵
衛
銘
の
面
が
「
井
関
備
中
守
家
久
と
同
人
の
作
か
ど
う
か
は
、
後
考
に
俟
ち
た
い
」（
前
掲

拙
稿
注（
三
））と
最
終
的
な
結
論
を
保
留
し
た
よ
う
に
、
な
お
検
討
の
余
地
を
多
く
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
前
掲
拙
稿
を
発
表
後
、
田
邊
三
郎
助
氏
よ
り
井
関
十
兵
衛
尉
の
作
銘
を
有
す
る
新
出
の
尉
面
に
つ
い
て
、
貴
重
な
情
報
の

御
教
示
を
得
た
。
美
術
工
藝
丹
中
の
「
能
面
の
美
」vol.3
（
平
成
二
十
七
年
）に
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
た
そ
の
尉
面
注（
一
）
は
次
の
よ
う
な
も

の
で（
写
真
①
）、
笑
尉
に
近
い
相
貌
を
見
せ
る
古
風
な
面
で
あ
る
。
彩
色
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
お
り
、
額
か
ら
左
頬
に
か
け
て
の
彩
色

下
と
面
裏
に
、
以
下
の
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
る
。

（
彩
色
下
墨
書
）

江
州
北
郡
﹇

﹈
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慶
長
七
年
二
月
吉
日
﹇

﹈

海
津
□

﹇

﹈

﹇

﹈

（
面
裏
墨
書
）

江
州
高
嶋
郡
海
津
西
濱

之
宮
天
神
江

為
寄
進

江
州
坂
田

北
郡

井
関

十
兵
衛
尉

於
西
濱
令
作
之
者
也

慶
長
七
壬寅

歳
二
月
吉
日

掲
載
の
写
真
か
ら
だ
け
で
は
判
読
が
困
難
な
箇
所
も
多
く
残
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
右
の
面
は
す
な
わ
ち
、「
井
関
十

兵
衛
尉
」
が
海
津
西
浜
の
地
で
制
作
し
、
慶
長
七
年
、
同
地
の
海
津
天

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る

の
は
、
こ
の
尉
面
が
慶�

長�

七�

年�

の
井
関
十
兵
衛
尉
の
作
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
で
は
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
、
慶
長
二
年

写真① 井関十兵衛作尉面（「能面の美」Vol.3より転載）
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〜
三
年
の
間
に
、
十
兵
衛
か
ら
備
中
守
に
名
乗
り
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
慶
長
七
年
の
時
点
で
の

井
関
備
中
守
は
、
既
に
十
兵
衛
で
は
な
く
、
備
中
守
の
官
途
名
を
名
乗
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
出
の
尉
面
の
墨
書
銘
の
筆

跡
と
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
墨
書
銘
の
筆
跡
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
ま
た
、
面
の
作
風
に
も
、
前
者
は
面
裏
全
体
に
横
鉋
目
を
基

調
と
す
る
鑿
跡
を
残
す
の
に
対
し
、
後
者
の
作
例
に
は
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
、
と
い
っ
た
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
す

な
わ
ち
、
新
出
尉
面
の
作
者
で
あ
る
「
井
関
十
兵
衛
尉
」
と
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
が
全
く
の
別
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
示
唆
し

て
い
よ
う
。「
井
関
十
兵
衛
尉
」
は
右
の
墨
書
銘
に
よ
る
と
「
海
津
西
浜
」
の
地
で
尉
面
を
制
作
し
た
と
あ
る
。
前
掲
拙
稿
で
紹
介
し
た

寛
政
七
年（
一
七
九
五
）の
石
田
家
『
由
緒
書
』
に
は
、
井
関
河
内
の
父
で
あ
る
十
兵
衛
家
久
が
浅
井
家
滅
亡
後
、
海
津
西
浜
に
移
住
し
た

と
の
記
述
が
見
え
、
井
関
河
内
も
ま
た
そ
の
地
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
海
津
西
浜
で
面
を
打
っ
て
い
た
右

の
「
井
関
十
兵
衛
尉
」
が
、
す
な
わ
ち
井
関
河
内
の
父
で
あ
る
井
関
十
兵
衛（
備
中
守
）そ
の
人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
を
井
関
河
内
の
父
と
同
一
人
物
と
し
た
前
掲
拙
稿
の
推
測
が
、

ま
っ
た
く
の
見
当
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
備
中
守
を
名
乗
っ
た
井
関
姓
の
面
打
に
は
、
永
禄
頃
の
「
井
関

備
中
守
」、
慶
長
頃
の
「
井
関
備
中
守
」
の
他
に
も
う
一
人
、
慶
長
七
年
の
時
点
で
井
関
十
兵
衛
尉
を
名
乗
り
、
そ
の
後
、
備
中
守
を
称

し
た
三
人
目
の
「
井
関
備
中
守
」
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
作
例

こ
の
三
人
目
の
「
井
関
備
中
守
」
が
井
関
河
内
の
父
・
備
中
守
家
久
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
井
関

備
中
守
家
久
の
確
実
な
作
例
は
、
新
出
の
尉
面
以
外
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
が
備
中
守
と
署
名
し
た
面
の
存
在
も
確
か
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
面
打
と
し
て
の
活
動
履
歴
に
は
な
お
不
明
な
点
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
慶
長
期
の
「
井
関
備
中
守
」
に
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関
し
て
は
、
拙
稿
発
表
後
、
新
た
な
作
例
を
見
出
し
た
他
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
作
者
が
明
確
で
な
か
っ
た
井
関
家
の
作
例
の
中
に
も
、

「
井
関
備
中
守
」
の
も
の
と
思
し
き
作
品
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
ず
、
田
邊
三
郎
助
氏
が
『
能
面
』（
昭
和
五
十
六
年
、
小
学
館
）で
紹
介
さ
れ
た
大
飛
出
面（
個
人
蔵
）を
取
り
上
げ
た
い
。
前
掲
拙
稿

を
執
筆
し
た
時
点
で
は
こ
の
面
は
未
見
で
あ
っ
た
が
、
平
成
三
十
年
三
月
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
特
別
展
「
猿
楽
と
面
」
に
出
展

さ
れ
、
右
の
面
を
間
近
で
実
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
彩
色
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
、
そ
の
下
に
書
か
れ
た
墨
書
銘
が
露
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
墨
書
銘
は
従
来
、
ほ
と
ん
ど
判
読
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
出
来
よ
う
。

江
州
北
郡

井
関
十
兵
衛

慶
長
二
年

正
月
吉
日

大
す
ミ

濱
市

住
長
□

源
次

御
あ
つ
ら
へ

是
ヲ
し
ふ
や
大
夫
本
面
に
て

う
つ
也

す
な
わ
ち
、
大
隅
国
浜
市
に
住
む
「
長
□
源
次
」
な
る
人
物
の
注
文
に
よ
り
、
渋
谷
大
夫
所
持
面
を
本
面
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
こ

の
大
飛
出
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
面
裏
の
額
か
ら
鼻
に
か
け
て
の
位
置
に
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次
の
よ
う
な
刻
銘
が
見
え
る
こ
と
を
新
た
に
知
り
得
た
。

江
州
井
関
十
兵
作（
花
押
）

注
目
す
べ
き
は
花
押
の
刻
銘
で
、
そ
の
花
押
の
形
は
、
井
関
備
中
守

の
銘
を
有
す
る
前
記
の
黒
川
能
上
座
蔵
橋
姫
、
薬
莱
神
社
蔵
大
癋
見
、

マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
喝
食
に
見
え
る
そ
れ
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
右
の
井
関
十
兵
衛
と
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
が
同
一
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
花
押
の
墨
書
銘
が
見
ら
れ
る
作
例
と
し
て
、
魚
町
能
楽

保
存
会
蔵
の
女
面
も
挙
げ
て
お
く（
写
真
②
）。
こ
の
女
面
は
後
世
の
分

厚
い
塗
り
直
し
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
本
来
の
相
貌
を
全
く
と
ど
め
て

お
ら
ず
、
時
代
が
下
る
作
と
し
て
こ
れ
ま
で
全
く
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
面
裏
の
鼻
の
上
部
に
先
の
花
押
と
同
じ
よ
う
な
墨
書
が
僅

か
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
赤
外
線
を
用
い
た
調
査
を
あ
ら
た
め
て

行
っ
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
写
真
③
）。

写真② 魚町能楽保存会蔵女面
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井
関
備
中
作

（
花
押
）

制
作
年
時
の
記
載
は
な
い
が
、
井
関
十
兵
衛
の
署
名
が
あ
る
慶
長
二

年
の
個
人
蔵
大
飛
出
面
よ
り
は
後
年
の
作
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
井
関
十
兵
衛
に
関
わ
る
作
例
の
一
つ
と
し
て
従
来
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
た
の
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
賢
徳
で
あ
る
。
田
邊
三
郎
助

氏
の
調
査
に
基
づ
く
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調
査
図
録
』（
平

成
九
年
、
講
談
社
）に
は
、「
井
関
十
兵
衛
」
の
墨
書
銘
と
「
△
」
の
刻

銘
が
見
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
掲
拙
稿
執
筆
時
に

は
未
見
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン

ジ
ャ
ー
氏
と
と
も
に
現
地
で
調
査
を
行
い
、
赤
外
線
で
墨
書
銘
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
面
裏
の
額
か
ら
鼻
の
付
け
根
部
分
に
か
け
て
次
の
よ
う

な
墨
書
銘
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
た
。

作

（
刻
銘
）

井
関
十
兵
衛

△

（
花
押
）

写真③ 女面裏赤外画像
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こ
の
銘
記
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
今
回
新
た
に
確
認
さ
れ
た
花
押
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
花
押
は
先
に
言
及
し
た
慶
長
期
の
井

関
備
中
守
の
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
右
の
賢
徳
面
も
ま
た
、
同
じ
く
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確

実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
特
筆
す
べ
き
は
、「
△
」
の
刻
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
点
で
あ

ろ
う
。
こ
の
刻
銘
は
こ
れ
ま
で
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）の
作
例
に
は

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
賢
徳
面
の
存
在
に

よ
っ
て
、
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）が
自
ら
の
細
工
印
と
し
て
「
△
」
の

刻
銘
を
用
い
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
△
」
の
細
工
印
を
用
い
た
井
関
の
作
例
と
し
て
は
、
馬
野
正
基
氏
蔵

の
猩
々
面（
写
真
④
）と
福
井
県
若
狭
町
小
川
の
江
村
肇
氏
蔵
の
白
色
尉

面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
者
は
最
近
、
ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏

「
面
打
井
関
の
翁
系
面
」（『
民
族
藝
術
』
三
十
一
号
、
平
成
三
十
一
年

三
月
）に
よ
っ
て
そ
の
細
工
印
の
存
在
が
は
じ
め
て
報
告
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
二
面
の
作
例
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
賢
徳
面
と
は
、

「
△
」
の
刻
銘
の
位
置
、
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
面
裏
の
処
理
、

鼻
の
裏
の
刳
り
方
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
同
一
人

の
作
と
見
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
確
実
な
作
例
と
し
て
は
三
例
を
知
る
の
み
で

写真④ 馬野正基氏蔵猩々面
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あ
っ
た
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
作
例
が
、
花
押
や
刻
銘
を
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
芋
蔓
式
に
出
現
し
、
全
部
で
八
例
に
も
達

し
た
こ
と
に
な
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
一
覧
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

江
村
肇
氏
蔵
白
色
尉（
面
裏
刻
銘
「
△
」）

②

馬
野
正
基
氏
蔵
猩

（々
面
裏
刻
銘
「
井
」「
△
」）

③

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
賢
徳（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
十
兵
衛
／
作
／（
花
押
）」、
刻
銘
「
△
」）

④

個
人
蔵
大
飛
出（
面
裏
刻
銘
「
江
州
井
関
十
兵
作（
花
押
）」、
彩
色
下
墨
書
銘
あ
り
）

⑤

魚
町
能
楽
保
存
会
蔵
女（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
作（
花
押
）」）

⑥

薬
莱
神
社
蔵
大
癋
見（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
大
ヘ
シ（
花
押
）／
慶
長
三
年
六
月
日
」）

⑦

黒
川
能
上
座
蔵
橋
姫（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
ハ
シ
ヒ
メ（
花
押
）／
慶
長
十
三
年
三
月
日
」）

⑧

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
喝
食（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
カ
ツ
シ
キ
ヲ
モ
テ（
花
押
）／
三
月
吉
日
」）

こ
れ
ら
の
作
例
を
通
覧
し
て
見
る
と
、
井
関
備
中
守
の
作
例
に
、
年
代
に
よ
る
作
風
の
変
遷
ら
し
き
も
の
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
①

②
の
作
例
は
と
も
に
面
裏
全
面
に
黒
漆
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
裏
の
処
理
は
、
大
光
坊
幸
賢
や
他
の
井
関
家
の
作
例
と
も
共
通

す
る
。
③
⑤
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
薄
く
拭
漆
が
施
さ
れ
る
程
度
で
、
一
部
に
木
地
が
露
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
面
裏
は
鑿
跡
を
ほ
と

ん
ど
残
さ
ず
、
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
④
は
面
裏
全
面
に
縦
鉋
目
を
基
調
と
す
る
鑿
跡
を
残
し
、
光
沢
の
あ
る

茶
色
漆
が
施
さ
れ
て
い
る
。
漆
の
処
理
は
後
人
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
面
だ
け
に
縦
鉋
目
が
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
い
は

こ
の
面
が
「
し
ふ
や
大
夫
本
面
」
の
写
し
だ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
⑥
⑦
は
い
ず
れ
も
面
裏
は
ほ
と
ん
ど
木
地
の
ま
ま
で
、

そ
こ
に
、
墨
書
に
よ
り
作
者
名
・
面
種
・
年
記
を
記
す
。
⑧
も
同
様
の
銘
記
を
持
つ
が
、
墨
書
で
は
な
く
朱
書
の
銘
で
、
横
鉋
目
を
基
調

と
す
る
面
裏
の
鑿
跡
の
処
理
は
、
出
目
是
閑
を
始
め
と
す
る
江
戸
初
期
の
面
打
の
面
裏
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
作
例
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と
比
べ
て
、
よ
り
当
世
風
の
面
裏
の
仕
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

概
し
て
、「
△
」
の
刻
銘
を
有
す
る
①
②
③
は
戦
国
〜
桃
山
期
の
井
関
家
の
作
例
と
共
通
す
る
特
徴
を
多
く
持
ち
、
⑥
⑦
⑧
は
そ
れ
と

は
異
な
っ
て
、
江
戸
初
期
ら
し
い
作
風
へ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
は
、
初
期
に

は
「
△
」
の
細
工
印
を
用
い
た
が
、
後
に
こ
れ
を
用
い
な
く
な
り
、
面
裏
に
も
っ
ぱ
ら
墨
書
銘
を
記
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

三
、
萩
藩
『
譜
録
』
に
見
え
る
井
関
十
兵
衛

と
こ
ろ
で
、
こ
の
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）が
鞍
打
と
し
て
も
多
く
の
作
を
残
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、『
日
本
馬
術
史
』
や
『
鞍
打

印
形
』
に
「
慶
長
ノ
比
」
と
し
て
井
関
備
中
守
の
花
押
が
見
え
る
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
鞍
打
関
係
の
資
料
か
ら
、
井
関
備
中

守
の
事
績
を
さ
ら
に
辿
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
日
本
馬
術
史
』
な
ど
が
伝
え
る
井
関
備
中
守
の
花
押
の
墨
書
を
有
す
る
鞍
の
作
例
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
萩
藩
毛
利
家
の
文
書
の
中
に
、
同
家
に
仕
え
る
鞍
打
井
関
家
の
由
緒
書
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
初
代
が
井
関
十

兵
衛
で
あ
り
、
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
萩
藩
の
家
中
由
緒
書
『
譜
録
』（
山
口
県
立
文
書
館
蔵
）に

見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
に
関
係
記
事
を
抄
出
し
て
お
き
た
い
。
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井
関
半
治
郎
白
清
姓
不
知

其
先
不
詳

井
関

十
兵
衛

刑
部

入
道

後
改
白
誠

道
種

死
去
年
月
不
知

行
年
不
知

母
不
知

妻
不
知

井
関

五
郎
左
衛
門

白
房

死
去
年
月
不
知

行
年
不
知

母
不
知

妻
不
知

井
関

八
兵
衛

白
恒

死
去
年
月
不
知

行
年
不
知

母
不
知

妻
不
知

井
関

右
衛
門

白
利

享
保
十
乙
巳
三
月
廿
九
日
死

行
年
不
知
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実
御
供
陸
中
村
庄
右
衛
門
男

妻
不
知

井
関

勘
右
衛
門

自
貞

延
享
四
丁
卯
正
月
廿
七
日
死

行
年
不
知

母
不
知

無
妻

井
関

庄
兵
衛

白
定

宝
暦
六
丙
子
十
二
月
廿
四
日
死

行
年
五
拾
歳

実
勘
右
衛
門
弟

妻
青
海
御
庄
屋
有
田
三
右
衛
門
女

某

庄
次
郎

早
世

某

与
十
郎

早
世

井
関

半
治
郎

白
清
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伝
書

井
関
刑
部
入
道
白
誠
代

一
本
国
近
江
国
居
住
仕
候
事

一
関
白
秀
次
公
�
御
奉
書
を
以
、

御
当
家
江

被
召
出
候
事

一
関
白
公
�
白
之
字
拝
領
仕
候
ニ
付
、
白
誠
と
相
改
、
代
々
名
乗
之
上
字
ニ
付
来
候
事

右
御
奉
書
之
写
左
ニ
記
ス

井
関
五
郎
左
衛
門
白
房

井
関
八
兵
衛
白
恒

井
関
右
衛
門
白
利

右
三
代
之
儀
者
御
奉
書
由
緒
伝
書
等
焼
失
仕
無
御
座
候
事

井
関
勘
右
衛
門
白
貞
代

一
享
保
十
巳
三
月
廿
九
日
、
父
右
衛
門
病
死
ニ
付
、
如
願
家
督
相
続
被
仰
付
候
事

右
御
奉
書
之
写
左
ニ
記
ス

井
関
庄
兵
衛
白
定
代

一
兄
勘
右
衛
門
病
身
ニ
付
、
隠
居
御
断
申
上
、
享
保
十
巳
十
二
月
十
五
日
、
如
願
家
督
相
続
被
仰
付
候
事

右
御
奉
書
之
写
左
ニ
記
ス

井
関
半
次
郎
白
清
代

一
宝
暦
六
年
十
二
月
廿
四
日
、
父
庄
兵
衛
病
死
ニ
付
、
如
願
家
督
相
続
被
仰
付
候
事
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右
御
奉
書
之
写
左
ニ
記
ス

御
奉
書
之
写

井
関
十
兵
衛
刑
部
入
道
白
誠
代

此
鞍
打
井
関
十
兵
衛
事
、
従

関
白
殿
被
成
御
奉
書
、
輝
元
江

被
差
下
候
、
彼
是
雖
無
懸
部
儀
候
、
自
余
相
違
仕
候
事
候
、
且
者
被
対
関
白
殿
、
且
御
家
之
御
重

宝
に
て
候
条
申
事
候
、
員
数
無
御
座
候
へ
ハ
難
被
召
置
候
間
、
一
口
銀
一
枚
宛
被
相
定
候
、
以
此
辻
、
御
家
中
衆
へ
も
可
被
仰
付

候
、
其
身
雖
可
参
候
、
従
輝
元
用
段
被
申
付
候
間
、
以
代
官
進
置
候
、
方
角
送
以
下
之
儀
、
□
存
候
、
恐
々
謹
言

安
國
寺恵

瓊
判

六
月
廿
八
日

林
土
佐
守就

長
判

長
井
殿御

宿
所

右
御
奉
書
、
本
書
之
儀
者
長
井
二
郎
右
衛
門
方
ニ
有
之
候
ニ
付
、
其
写
を
以
、
私
家
江

被
差
越
候
、
此
外
御
奉
書
伝
書
焼
失
仕
、

無
御
座
候
事

（
以
下
略
）
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
毛
利
家
に
仕
え
た
鞍
打
井
関
家
の
初
代
は
井
関
十
兵
衛
で
、
刑
部
入
道
を
名
乗
り
、
諱
を
道
種
、
後
、
白
誠
と
い
っ

た
。
近
江
国
の
住
人
と
い
う
か
ら
、
面
打
井
関
の
一
族
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。『
譜
録
』
は
、
そ
の
井
関
十
兵
衛
が
豊

臣
秀
次
の
取
り
立
て
に
よ
っ
て
、
毛
利
輝
元
の
御
家
中
に
加
え
ら
れ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
生
没
年
は
未
詳
な
が
ら
、
文
禄
前
後
の
人
物

と
見
ら
れ
る
。
年
代
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
井
関
十
兵
衛
が
慶
長
期
に
面
打
と
し
て
活
躍
し
た
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）と
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。『
譜
録
』
は
、
彼
が
備
中
守
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
が
、
私
的

な
官
途
名
を
、
公
的
記
録
で
あ
る
『
譜
録
』
が
記
載
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
特
に
同
一
人
物
説
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
当
た
ら
な
い
。

文
禄
期
に
鞍
打
と
し
て
活
躍
し
た
同
名
の
人
物
が
複
数
い
た
と
も
思
わ
れ
ず
、『
譜
録
』
に
見
え
る
井
関
十
兵
衛
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
上

げ
て
き
た
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）と
井
関
河
内
の
父
・
井
関
備
中
守
家
久
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者
を
同

人
か
と
推
測
し
た
前
掲
拙
稿
に
対
し
、
本
稿
で
は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
二
人
は
と
も
に
、
前
名

を
十
兵
衛
と
い
い
、
そ
の
後
、
備
中
守
の
官
途
名
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
全
く
の
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
残
さ
れ

た
二
人
の
作
例
を
比
較
す
る
に
、
井
関
備
中
守
家
久
の
作
と
思
し
き
慶
長
七
年
の
尉
面
に
は
、
横
鉋
目
を
基
調
と
し
た
鑿
跡
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
必
ず
し
も
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
の
作
風
と
の
明
確
な
類
似
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
面
裏
の
目
や
鼻
の
刳
り
方
に
は
、

確
か
に
共
通
点
も
見
出
だ
さ
れ
る
。
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

先
の
拙
稿
に
お
い
て
、
三
田
村
国
定
の
七
男
に
あ
た
る
井
関
十
兵
衛
家
久
が
、
三
田
村
姓
で
は
な
く
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、

井
関
家
に
養
子
に
入
っ
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
し
た
が
、
そ
の
養
父
が
慶
長
期
の
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
や
は
り
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高
い
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
永
禄
期
の
井
関
備
中
守（
次
之
介
）、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守（
十
兵
衛
）と
二
代
続

い
た
面
打
井
関
備
中
守
の
系
譜
を
、
養
子
と
し
て
継
承
し
た
の
が
、
井
関
備
中
守
家
久
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が

本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

な
お
、
慶
長
の
井
関
備
中
守
の
現
存
す
る
八
例
の
作
例
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
年
代
の
相
違
に
よ
る
作
風
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
。

特
に
晩
年
の
作
と
思
し
き
大
喝
食
面
に
は
、
桃
山
〜
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
出
目
是
閑
の
面
裏
の
彫
り
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
彼
の
作
風
の
変
遷
が
そ
の
ま
ま
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
能
面
の
作
風
の
変
化
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
能
面

の
過
渡
期
に
活
躍
し
た
面
打
と
し
て
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
彼
の
八
例
の
作
例
が
、
能
面
の
形
成
過
程
を
窺

う
上
で
大
変
貴
重
な
指
標
と
な
り
う
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
一
）

現
在
こ
の
面
は
パ
リ
在
住
の
個
人
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
付
記
）『

能
楽
研
究
』
三
十
九
号（
平
成
二
十
七
年
）に
掲
載
の
拙
稿
「
面
打
ホ
ウ
ラ
イ
考
」
で
、
筆
者
は
面
打
蓬
莱
永
近
の
事
績
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
同
稿
発
表
後
、
山
内
麻
衣
子
氏
よ
り
「
ホ
ウ
ラ
イ
／
ナ
カ
チ
カ
作
」
と
刻
銘
が
あ
る
女
面（
金
沢
能
楽
美
術
館
寄
託
）の
存
在
を
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。
面
裏
の
刻
銘
や
彫
り
は
や
や
弱
々
し
く
、
他
の
蓬
莱
永
近
の
作
例
と
若
干
雰
囲
気
を
異
に
し
て
い
る
が
、
年
代
に
よ
る
作
風
の
変

化
を
想
定
す
る
な
ら
、
同
人
の
作
と
し
て
も
差
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
田
邊
三
郎
助
氏
か
ら
も
、「
蓬
莱
／
永
近
作
」
と
刻
銘

の
あ
る
蛇
面（
個
人
蔵
）に
つ
い
て
の
ご
教
示
を
得
た
。
や
や
異
風
の
蛇
面
で
あ
る
が
、
面
裏
の
刻
銘
は
疑
い
な
く
蓬
莱
永
近
の
筆
跡
で
あ
る
。

特
に
、
酒
田
市
伊
藤
家
蔵
の
老
女
面
の
刻
銘
「
蓬
莱
／
高
近
作
」
と
は
、
筆
の
運
び
を
始
め
と
し
て
筆
跡
の
特
徴
が
酷
似
し
て
お
り
、
前
掲
拙
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稿
に
お
い
て
、
蓬
莱
永
近
と
蓬
莱
高
近
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
確
証
を
持
て
ず
、「
現
段
階
で
は
、
蓬
莱
永
近
と
高
近
と
は
別
人
と
す
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
判
断
を
保
留
し
て
い
た
が
、
本
面
の
出
現
に
よ
っ
て
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高

ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
、
こ
こ
に
補
足
し
て
お
き
た
い
。
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